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中野市北部４小学校が統合して４月に開校する高社小学校の内装工事に高社山のカラマツ間伐材が使われました。

組合ホームページもあります。ぜひ、ご覧ください！
http://www.jforest-kitashinshu.or.jp/
スマートフォン対応となっています。

令和２年１月31日発行
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組合員の皆様方におかれましては健やかに新年をお迎えのこととお喜び申しあげます。
過ぎてみれば総じて平和な環境の中で平成は展開してきたように思われますが、元号が令和になり平成に

もまして穏やかな成長の中で発展できることに期待を込めたいものです。国際経済は米中関係・日韓関係等
も改善の兆しも見られますが、難問は山積みで日本経済も影響を受け易く今後の動向に注視していきたいと
思います。
身近なところでは消費税率10％へのアップ、台風15、19号による甚大な被害が発生し、浸水や農業で被災

された皆様には心よりお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。当組合でも林道、
作業道等の崩壊による事業の遅滞や中止などが、また関係事業体にも甚大な被害が発生しましたが、関係各
位のご協力により被害を最小限に食い止めることができました。
さて、林業を取り巻く環境は昭和30年代に木材輸入自由化が導入されて以来、木材価格が長期にわたり低
迷し、そのため森林所有者が経営意欲を失う大きな要因になっております。
また近年では皆伐再造林が叫ばれて久しいですが、今の林業事情からみて再造林費用が掛かり過ぎるな

ど多くの問題があります。一方で外国に負けないだけの品質を誇れる木材の生産も必要です。
我が国は森林率世界第2位の有数な森林国でもあり、特に北信地区はスギが多く日本では樹高50ｍまでは
伸びるといわれています。スギは比重が軽く断熱性にも優れており、B材も使えるCLT材には適材だといわれ
ています。米国、ヨーロッパなどではCLTによる10階建てのビルもできています。さらに鋼鉄と比べて重さが5
分の1で、強度は5倍というセルロースナノファイバーも商品開発により、近い将来に期待が持てるようになっ
てきています。
また森林には木材生産機能のほかにも水源の涵養、国土の保全、快適な環境の形成、地球温暖化の防止、
生物多様性の保全など多面的機能を持っていますので、今は確実に森林整備をして将来に備えることが肝心
です。当組合としては本年も引き続き間伐を中心に皆様の負託にこたえていく決意でありますが、さらなるご
協力をお願致します。最後に皆様方のご健勝とご多幸をお祈り申し上げて新年の挨拶といたします。

あけましておめでとうございます。

組合発展のため頑張ってまいります

北信州森林組合
代表理事組合長　中山　稿一
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十
月
二
十
四
日
に
本
所
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
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開
催
し
ま
し
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。
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史
好

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
師
の
中
川
氏
に
は
、
台
風
十
九
号
災
害
に
よ
る
影
響
で
北
陸
新
幹
線
が
暫
定
開

通
と
い
う
中
、
東
京
か
ら
ご
来
所
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て 

」
と
題
し
て
、
森
林

組
合
に
お
け
る
不
祥
事
例
、
不
正
不
祥
事
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
不
正
不
祥
事
の

防
止
に
向
け
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
全
般
、
役
員
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
い
一
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
運
営
要
領
に
よ
る

研
修
会
を
実
施

役員コンプライアンス研修会を開催しました。

◆◆◆講演内容（役員の役割と責任）◆◆◆
コンプライアンスは、組織全体が社会の要請に的確に対応

してその目的を実現していくために、経営層が経営をコント
ロールすること。コンプライアンス態勢の確立・強化は役員
の責務。

○森林組合と役員とは、委任契約（いわば経営の専門家と
してのプロ契約）

○役員には、「法令の範囲内で」、「森林組合のために ( 忠実
義務）」「最善を尽くす（善管注意義務）」義務がある。（そ
の内容は判例により変化）⇒経営のプロとして、任務を怠っ
た場合には過失責任を負う。

○善管注意義務　～　「善意」だけでは不十分。プロとして、
社会通念上一般に要求される世間的水準での注意が求め
られる。森林組合の理事の責任は、株式会社の取締役と
同じ。（監事は監査役と同じ）

　① 具体的な法令違反 / 自ら違法行為に関与し組合に損害
　②「経営判断の原則」の逸脱 / 内容やプロセスが著しく

　 不合理な意思決定で、組合に損害
　③ 監視義務違反 / 違法行為を事前に差し止めなかった

　 責任
　④ 内部統制システム構築義務違反（組織管理責任）
　⑤ 道義的責任 / 業績責任、社会倫理的責任等

組合会議室で開催したコンプライアンス研修会
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選出区分 選出区分 選出区分 選出区分
横湯１ 参与 中条上組 総代 大倉崎 総代 更科１ 参与
横湯２ 連絡員 法寺１ 総代 大塚１ 総代 更科２ 参与
横湯３ 総代 法寺２ 参与 大塚２ 参与 更科３ 参与
渋１ 参与 藤ノ木１ 総代 上水沢 総代 更科４ 総代
渋２ 総代 藤ノ木２ 参与 下水沢 参与 高遠 高遠 参与
渋３ 連絡員 山口１ 総代 上野 参与 新野１ 参与

金倉１ 総代 山口２ 参与 柳新田 参与 新野２ 総代
金倉２ 参与 四ツ屋 総代 戸隠 参与 間山１ 参与
安代 連絡員 小佐原 総代 小泉 総代 間山２ 参与

湯田中１ 連絡員 南条１ 総代 戸狩 総代 間山３ 参与
湯田中２ 連絡員 南条２ 参与 戸狩新田 参与 間山４ 総代
湯田中３ 総代 笹川１ 総代 大池 参与 間山５ 参与
湯田中５ 参与 笹川２ 連絡員 小境 押出 参与 間山６ 参与
湯田中６ 連絡員 笹川３ 参与 小泉 町組 総代 間山７ 総代
上条１ 連絡員 笹川４ 参与 小境 立道 総代 桜沢１ 参与
上条２ 参与 上新田 総代 柳沢１ 総代 桜沢２ 総代
上条３ 総代 大川１ 総代 柳沢２ 参与 桜沢３ 参与
上条４ 連絡員 大川２ 参与 五束１ 総代 大熊１ 参与
上条５ 参与 大川３ 参与 五束２ 参与 大熊２ 参与
上条６ 連絡員 堰口 参与 堀ノ内 参与 大熊３ 総代
上条７ 連絡員 奈良沢１ 参与 北条 総代 神社１ 総代
上条８ 総代 奈良沢２ 連絡員 五荷１ 総代 神社２ 参与
上条９ 連絡員 田町 参与 五荷２ 参与 新保１ 参与
上条１０ 参与 有尾 参与 瀬木１ 参与 新保２ 総代
上条１１ 連絡員 分道 総代 瀬木２ 総代 深沢１ 総代
上条１２ 参与 上倉１ 総代 蕨野１ 総代 深沢２ 参与
上条１３ 連絡員 上倉２ 参与 蕨野２ 参与 越１ 参与
上条１４ 連絡員 市ノ口 総代 曽根１ 総代 越２ 総代
上条１５ 総代 藤澤第１ 参与 曽根２ 参与 越３ 参与
上条１６ 連絡員 藤澤第２ 総代 三郷 総代 赤岩１ 総代
本郷１ 総代 和水 参与 辰典 総代 赤岩２ 総代
本郷２ 参与 新屋１ 総代 今井 下村 参与 赤岩３ 参与

宇木１-１ 連絡員 新屋２ 参与 大深東組 総代 柳沢１ 総代
宇木１-２ 連絡員 名立１ 総代 大深西組 参与 柳沢２ 参与
宇木１-３ 連絡員 名立２ 参与 中谷 総代 柳沢３ 参与
宇木１-４ 参与 馬場 総代 滝ノ脇 総代 柳沢４ 総代
宇木２-１ 連絡員 柄山 参与 戸那子 総代 田上１ 参与
宇木２-２ 連絡員 下境 下平 総代 中組１ 総代 田上２ 参与
宇木２-３ 連絡員 西大滝 総代 中組２ 参与 田上３ 参与
宇木２-４ 総代 大久保上境 総代 福島１ 総代 田上４ 総代
宇木３-１ 連絡員 上境中外 参与 福島２ 参与 田上５ 総代
宇木３-２ 参与 羽広山１ 総代 柏尾１ 総代 岩井１ 参与
宇木３-３ 総代 羽広山２ 参与 柏尾２ 参与 岩井２ 総代
宇木３-４ 連絡員 温井 原 総代 柏尾３ 総代 岩井東 岩井東 総代
横倉１-１ 参与 温井下村 参与 柏尾４ 参与 栗和田 栗和田 総代
横倉１-２ 連絡員 温井上村１区 参与 北原１ 総代 西条 西条 総代
横倉１-３ 総代 温井上村2区 参与 北原２ 参与 竹原 総代
横倉１-４ 総代 其綿１ 総代 小管１ 総代 若宮 参与
横倉１-５ 連絡員 其綿２ 連絡員 小管２ 総代 金井 総代
横倉１-６ 連絡員 吉 参与 針田 参与 笠原 参与
横倉２-１ 連絡員 山岸 総代 神戸上組 参与
横倉２-２ 連絡員 安田１ 総代 神戸下組 総代
横倉２-３ 総代 安田２ 参与 富田１ 総代 選出区分
横倉２-４ 連絡員 下木島 参与 富田２ 参与 上組 総代
横倉２-５ 参与 天神堂１ 総代 笹沢 参与 中山根１ 総代
横倉２-６ 連絡員 天神堂２ 参与 関沢１ 総代 中山根２ 参与
横倉２-７ 連絡員 関沢２ 参与 伍位野 参与
横倉３-１ 参与 中曽根１ 総代 深沢 総代
横倉３-２ 連絡員 選出区分 中曽根２ 参与 茂右エ門新田 総代
横倉３-３ 総代 沓野１ 総代 顔戸道下組 総代 飯駒 総代
横倉３-４ 連絡員 沓野２ 参与 顔戸中組 総代 荒船 参与
横倉３-５ 参与 沓野３ 連絡員 顔戸北組 参与 大久保1.2.3組 参与
前坂１ 参与 沓野４ 参与 顔戸南組 参与 大久保4.5組 参与
前坂３ 連絡員 沓野５ 参与 尾崎１ 総代 大久保6.7組 総代
前坂４ 連絡員 沓野６ 連絡員 尾崎２ 参与 大久保8.9組 総代
前坂５ 総代 沓野７ 総代 中条 区 参与 中町 総代
苗間１ 参与 沓野８ 総代 中条下１ 参与 北畑１ 総代
苗間２ 連絡員 沓野９ 参与 中条下２ 総代 北畑２ 参与
苗間３ 総代 沓野１０ 総代 中条南組 総代 北畑３ 参与
乗廻１ 総代 沓野１１ 総代 中条島組 参与 常盤 小沼 総代
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選出区分 選出区分 選出区分 選出区分
鳥居田 総代 秋葉 総代 戸狩５ 総代 乗廻２ 連絡員
舞台 参与 松葉 総代 戸狩６ 参与 乗廻３ 連絡員
向倉 参与 松葉 参与 戸狩７ 連絡員 乗廻４ 参与
山口 総代 大湯 総代 戸狩８ 総代 中須１ 連絡員

北久保１ 総代 大湯 参与 中須２ 参与
北久保２ 参与 河原湯 総代 中須３ 総代
梨久保１ 参与 河原湯 参与 選出区分 土橋１ 連絡員
梨久保２ 総代 麻釜 総代 糠千 総代 土橋２ 参与

涌井 涌井 総代 麻釜 参与 糠千 参与 土橋３ 連絡員
親川原 総代 真湯 総代 山口 総代 土橋４ 連絡員
親川中 参与 真湯 参与 柳久保 総代 土橋５ 総代
親川東 参与 寺湯 総代 柳久保 参与 土橋６ 連絡員

三俣 三俣 参与 寺湯 参与 大町 総代 土橋７ 連絡員
赤坂 赤坂 参与 横落 総代 大町 参与 下須１ 総代
深沢 深沢 総代 横落 参与 中町 上 総代 下須２ 総代

重地原 総代 中町 上 参与 下須３ 連絡員
坪山 総代 中町 下 総代 下須４ 連絡員
坪山 参与 中町 下 参与 下須５ 参与
平林 総代 西町 総代 下須６ 連絡員
平林 参与 南鴨 総代 下須７ 連絡員
平林 参与 南鴨 参与 下須８ 連絡員
矢垂 総代 南鴨 参与 下須９ 参与
虫生 総代 高石 総代 下須１０ 連絡員
虫生 参与 高石 参与 表落合１ 連絡員
虫生 参与 庚 総代 表落合２ 参与
虫生 参与 庚 参与 表落合３ 総代

七ケ巻 総代 市之割 総代 裏落合１ 連絡員
七ケ巻 参与 市之割 参与 裏落合２ 総代
東大滝 総代 市之割 参与 佐野１ 総代
東大滝 参与 中島 総代 佐野２ 連絡員
明石 参与 中島 参与 佐野３ 参与

部谷沢 総代 佐野４ 連絡員
部谷沢 参与 佐野５ 参与

選出区分 西小路 総代 佐野６ 連絡員
南部 総代 西小路 総代 佐野７ 連絡員

東部・旭 連絡員 西小路 参与 佐野８ 連絡員
上町・上通 参与 西小路 参与 佐野９ 連絡員
中村・本町 連絡員 原大沢 総代 佐野１０ 連絡員
宮横・宮裏 参与 原大沢 参与 佐野１１ 参与
西部・北部 総代 千石 総代 佐野１２ 総代

道光寺 参与 上千石 総代 佐野１３ 連絡員
荒山 総代 平沢 総代 佐野１４ 連絡員
米山 参与 平沢 参与 佐野１５ 総代

南大洞 連絡員 平沢 参与 佐野１６ 連絡員
北大洞 総代 馬曲 総代 佐野１７ 参与
下宿 連絡員 馬曲 参与 佐野１８ 連絡員
仲町 総代 栄町 総代 佐野１９ 総代

上仲町 参与 中村 総代 佐野２０ 参与
川久保・宮浦 参与 中村 参与 佐野２１ 連絡員
上宿一部 総代 小見 総代 佐野２２ 連絡員
上宿二部 連絡員 和栗 総代 佐野２３ 連絡員

美沢 連絡員 和栗 参与 角間１ 連絡員
伊予岡 総代 稲荷 総代 角間２ 総代
飯綱平 参与 稲荷 参与 角間３ 連絡員
笠倉１ 参与 内山 総代 角間４ 参与
笠倉２ 総代 内山 参与 寒沢１ 総代
硲１ 総代 内山 参与 寒沢２ 連絡員
硲２ 参与 北鴨 総代 寒沢３ 参与

奥手山１ 参与 北鴨 参与 寒沢４ 連絡員
奥手山２ 総代 北鴨 参与 菅１ 連絡員
穴田１ 総代 菅２ 総代
穴田２ 総代 菅３ 参与
穴田３ 参与 選出区分 菅４ 連絡員
穴田４ 参与 前坂 総代 菅５ 連絡員

毛野川１ 参与 前坂 参与 菅６ 総代
毛野川２ 総代 中尾 総代 菅７ 連絡員
南永江１ 総代 中尾 参与 戸狩１ 連絡員
南永江２ 総代 新田 総代 戸狩２ 連絡員
南永江３ 参与 新田 参与 戸狩３ 連絡員

十王堂 総代 戸狩４ 連絡員

穴田

毛野川

南永江

北永江

梨久保

親川

第６区(中野市豊田）
地区

上今井

替佐

笠倉

豊郷

坪山

平林

虫生

七ケ巻

戸狩

第３区(山ノ内町）第５区(野沢温泉村）
地区

第３区(山ノ内町）
地区

戸狩

第４区(木島平村）

上木島

往郷

穂高

夜間瀬
(須賀川)

佐野

寒沢
第５区(野沢温泉村）

地区

豊郷

前坂

第６区(中野市豊田）
地区 地区

東大滝

地区

硲

奥手山

合併後18年が経過し内容が不明な方もいるかと思いますので、改めて掲載しました。
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選出区分 選出区分 選出区分 選出区分
鳥居田 総代 秋葉 総代 戸狩５ 総代 乗廻２ 連絡員
舞台 参与 松葉 総代 戸狩６ 参与 乗廻３ 連絡員
向倉 参与 松葉 参与 戸狩７ 連絡員 乗廻４ 参与
山口 総代 大湯 総代 戸狩８ 総代 中須１ 連絡員

北久保１ 総代 大湯 参与 中須２ 参与
北久保２ 参与 河原湯 総代 中須３ 総代
梨久保１ 参与 河原湯 参与 選出区分 土橋１ 連絡員
梨久保２ 総代 麻釜 総代 糠千 総代 土橋２ 参与

涌井 涌井 総代 麻釜 参与 糠千 参与 土橋３ 連絡員
親川原 総代 真湯 総代 山口 総代 土橋４ 連絡員
親川中 参与 真湯 参与 柳久保 総代 土橋５ 総代
親川東 参与 寺湯 総代 柳久保 参与 土橋６ 連絡員

三俣 三俣 参与 寺湯 参与 大町 総代 土橋７ 連絡員
赤坂 赤坂 参与 横落 総代 大町 参与 下須１ 総代
深沢 深沢 総代 横落 参与 中町 上 総代 下須２ 総代

重地原 総代 中町 上 参与 下須３ 連絡員
坪山 総代 中町 下 総代 下須４ 連絡員
坪山 参与 中町 下 参与 下須５ 参与
平林 総代 西町 総代 下須６ 連絡員
平林 参与 南鴨 総代 下須７ 連絡員
平林 参与 南鴨 参与 下須８ 連絡員
矢垂 総代 南鴨 参与 下須９ 参与
虫生 総代 高石 総代 下須１０ 連絡員
虫生 参与 高石 参与 表落合１ 連絡員
虫生 参与 庚 総代 表落合２ 参与
虫生 参与 庚 参与 表落合３ 総代

七ケ巻 総代 市之割 総代 裏落合１ 連絡員
七ケ巻 参与 市之割 参与 裏落合２ 総代
東大滝 総代 市之割 参与 佐野１ 総代
東大滝 参与 中島 総代 佐野２ 連絡員
明石 参与 中島 参与 佐野３ 参与

部谷沢 総代 佐野４ 連絡員
部谷沢 参与 佐野５ 参与

選出区分 西小路 総代 佐野６ 連絡員
南部 総代 西小路 総代 佐野７ 連絡員

東部・旭 連絡員 西小路 参与 佐野８ 連絡員
上町・上通 参与 西小路 参与 佐野９ 連絡員
中村・本町 連絡員 原大沢 総代 佐野１０ 連絡員
宮横・宮裏 参与 原大沢 参与 佐野１１ 参与
西部・北部 総代 千石 総代 佐野１２ 総代

道光寺 参与 上千石 総代 佐野１３ 連絡員
荒山 総代 平沢 総代 佐野１４ 連絡員
米山 参与 平沢 参与 佐野１５ 総代

南大洞 連絡員 平沢 参与 佐野１６ 連絡員
北大洞 総代 馬曲 総代 佐野１７ 参与
下宿 連絡員 馬曲 参与 佐野１８ 連絡員
仲町 総代 栄町 総代 佐野１９ 総代

上仲町 参与 中村 総代 佐野２０ 参与
川久保・宮浦 参与 中村 参与 佐野２１ 連絡員
上宿一部 総代 小見 総代 佐野２２ 連絡員
上宿二部 連絡員 和栗 総代 佐野２３ 連絡員

美沢 連絡員 和栗 参与 角間１ 連絡員
伊予岡 総代 稲荷 総代 角間２ 総代
飯綱平 参与 稲荷 参与 角間３ 連絡員
笠倉１ 参与 内山 総代 角間４ 参与
笠倉２ 総代 内山 参与 寒沢１ 総代
硲１ 総代 内山 参与 寒沢２ 連絡員
硲２ 参与 北鴨 総代 寒沢３ 参与

奥手山１ 参与 北鴨 参与 寒沢４ 連絡員
奥手山２ 総代 北鴨 参与 菅１ 連絡員
穴田１ 総代 菅２ 総代
穴田２ 総代 菅３ 参与
穴田３ 参与 選出区分 菅４ 連絡員
穴田４ 参与 前坂 総代 菅５ 連絡員

毛野川１ 参与 前坂 参与 菅６ 総代
毛野川２ 総代 中尾 総代 菅７ 連絡員
南永江１ 総代 中尾 参与 戸狩１ 連絡員
南永江２ 総代 新田 総代 戸狩２ 連絡員
南永江３ 参与 新田 参与 戸狩３ 連絡員

十王堂 総代 戸狩４ 連絡員

穴田

毛野川

南永江

北永江

梨久保

親川

第６区(中野市豊田）
地区

上今井

替佐

笠倉

豊郷

坪山

平林

虫生

七ケ巻

戸狩

第３区(山ノ内町）第５区(野沢温泉村）
地区

第３区(山ノ内町）
地区

戸狩

第４区(木島平村）

上木島

往郷

穂高

夜間瀬
(須賀川)

佐野

寒沢
第５区(野沢温泉村）

地区

豊郷

前坂

第６区(中野市豊田）
地区 地区

東大滝

地区

硲

奥手山

総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
の
皆
様
に
は
、
平
成

二
十
九
年
五
月
の
改
選
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ご
苦
労
い
た

だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
信
州
森
林
組
合
で
は
、
こ
こ
に
掲
載
し
ま
し
た
各

地
区
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
を

選
出
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

参
与
委
員
の
人
数
は
森
林
組
合
法
に
よ
り
四
百
名
と

さ
れ
、
そ
の
内
の
二
百
人
が
総
代
と
な
り
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
合
併
時
に
旧
組
合
に
お
い
て
、

割
り
当
て
ら
れ
た
総
代
・
参
与
委
員
の
人
数
に
合
わ
せ

る
形
で
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、旧
組
合
の
グ
ル
ー

プ
分
け
の
中
で
、
組
み
替
え
の
困
難
な
所
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
残
し
て
、
連
絡
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
の
任
期
は
三
年
と
さ

れ
て
お
り
、
五
月
十
日
ま
で
が
任
期
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
次
期
候
補
者
の
選
考
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
上

旬
に
現
在
の
総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
あ
て
に
依
頼

文
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
候
補
者
の
選
考
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

地
区
ご
と
に
選
考
方
法
や
順
番
等
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
地
区
内

の
経
験
者
等
に
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
で
、

地
区
内
の
名
簿
が
必
要
な
方
は
、
総
務
課
ま
た
は
利
用

事
業
室
に
申
し
付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
送
り
い
た

し
ま
す
。
八
ペ
ー
ジ
に
は
選
考
人
数
等
が
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
区
の
役
員
選
考
と
絡
め
て
選
考

い
た
だ
い
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
森
林
組
合

の
次
期
の
総
代
・
参
与
委
員
・
連
絡
員
の
任
期
は
、
令

和
二
年
五
月
十
一
日
か
ら
令
和
五
年
五
月
十
日
ま
で
の

三
年
間
で
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北信州森林組合の地区組織です。総代・参与委員・連絡員が各地区から選出されています。

　組合員の状況につきましては、下表にありますように、合併以来減少
が続いております。合併時の組合員が亡くなられて、引き継がれた方が
脱退するということが多いようです。
　特に、地元に居住されていない方が、名義を引き継いで地元に居な
いことで、脱退されるということが多くあります。
　また、森林組合へ加入していて価値があるとは思えないということで、
脱退される方も居られます。
　組合員の高齢化も進んでおり、今後も減
少が続くかと思いますが、総代・ 参与委員・ 
連絡員の皆様と連携して、組合員管理をしっ
かり行ってまいりますので、森林組合への届
け出について、よろしくお願いいたします。

組合員の状況について

合併前 現在 地区 合併時 現在

732 765 中野 正組合員 6510 5474

2304 1912 飯山 准組合員 18 25

1234 880 山ノ内 加入

908 745 木島平 脱退

620 550 野沢温泉

712 622 豊田

6510 5474 合計

正 組 合 員 数

47

1090

組合員数の推移

合併前 現在 地区 合併時 現在

732 765 中野 正組合員 6510 5474

2304 1912 飯山 准組合員 18 25

1234 880 山ノ内 加入

908 745 木島平 脱退

620 550 野沢温泉

712 622 豊田

6510 5474 合計

正 組 合 員 数

47

1090

組合員数の推移

※現在は令和元年 12 月末数値

正組合員数

組合員数の
推移
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役員安全パトロールを
実施しました。

役員の任期は次の通常総代会終了までとなります。

理
事
・
監
事
の
任
期
は
定
款
第
三
十
九
条
で
「 

役
員
の
任
期
は
、
就
任
後
三
年
以
内
の
最
終
決
算
期
に
関

す
る
通
常
総
会
の
終
了
の
時
ま
で
と
す
る
。」と
さ
れ
て
お
り
、次
の
通
常
総
会
終
了
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

候
補
者
の
推
薦
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
末
に
は
概
ね
完
了
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
候
補
者
が
選
出

さ
れ
て
四
月
に
は
、
総
代
か
ら
選
出
さ
れ
た
推
薦
委
員
に
よ
る
推
薦
会
議
が
開
か
れ
、
総
代
会
に
附
議
す
る

役
員
候
補
が
正
式
に
推
薦
さ
れ
、
総
代
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
所
総
務
課
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
業
務
委
員
会
を
中
心
に
、
業
務

委
員
か
ら
二
名
、
副
組
合
長
と
総
務
委
員
の
中
か
ら
一

名
が
出
席
し
て
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

六
～
十
一
月
の
月
例
で
六
回
を
計
画
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
ま
し
た
。

組
合
の
業
務
内
容
は
、
特
殊
伐
採
、
素
材
生
産
、
作

業
道
開
設
、
草
刈
り
等
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
最
近

は
素
材
生
産
事
業
が
増
加
し
、
大
径
木
の
伐
採
や
大
型

林
業
機
械
を
使
用
す
る
作
業
が
多
く
な
り
、
適
切
な
作

業
方
法
を
行
っ
て
い
る
か
が
、
安
全
作
業
に
と
っ
て
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
二
班
に
分
か
れ
て
作
業
現
場
を
確
認
し
、
改

善
事
項
等
を
指
摘
し
、
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
指
導

や
、
安
全
委
員
会
で
対
応
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
労
働
安
全
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
十
二
月
に
四
日
以
上
の
休
業
と
な

る
労
働
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

地
道
な
労
働
安
全
活
動
を
続
け
、
労
働
災
害
撲
滅
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎選出地区ごとの選出数

　理事選出数

役　職 選出人数 備　　　考

岳　南 ６人
中野市 ３人

北部１人
南部１人
豊田１人

山ノ内町 ３人

岳　北 ６人

飯山市 ３人 各地区の選出基準数を飯山市
3人、木島平村2人、野沢温
泉村2人とし、監事選出した
地区の理事数を 1人減とし、
総数を6人とする。

木島平村 ２人

野沢温泉村 １人

　監事選出数

区　　域 選出人数 備　　　考

中野市・山ノ内町
（岳南） １人

飯山市・木島平村
野沢温泉村
（岳北）

１人 次期改選では野沢温泉村から選出する。

合計12人

合計２人

………６月～11月で６回開催………
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東
京
都
稲
城
市
の
人
口
は
お
よ
そ
９
万
人
。
東
京
都
心

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
近
年
急
速
に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン

等
の
建
設
に
よ
り
人
口
が
増
加
、
学
校
数
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
昔
か
ら
稲
城
市
で
生
活
し
て
い
る
生

徒
児
童
と
、
新
た
に
引
っ
越
し
て
く
る
生
徒
児
童
と
の
間

で
、
意
識
の
ず
れ
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同
じ
稲
城
市
民
と
し
て
の
意
識
を
育
て
、
将

来
稲
城
市
を
背
負
っ
て
立
つ
人
間
を
育
て
た
い
と
い
う
強

い
思
い
か
ら
、
そ
の
手
段
と
し
て
「
野
沢
温
泉
村
で
の
自

然
体
験
学
習
」
が
平
成
18
年
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

稲
城
市
の
小
学
校
全
12
校
の
６
年
生
全
員
に
よ
る
夏
の

体
験
学
習
で
は
、
第
１
日
目
は
野
沢
温
泉
村
の
上
ノ
平
高

原
に
あ
る
「
巣
鷹
湖
キ
ャ
ン
プ
場
」
に
お
い
て
、
大
自
然

の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
生
活
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
普
段
、
都

会
で
は
電
気
・
水
道
が
あ
る
生
活
は
当
た
り
前
で
あ
り
何

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
生
活
を

見
直
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
困
難
を
克
服
し
て
い
く
力
を

身
に
着
け
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、「
稲
城
の
森
百
年
構
想
」
と
題
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ブ
ナ
の
幼
木
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
高
度
経
済
成
長
期
に
ス
キ
ー
場
開
発
の
た
め
に
伐

採
さ
れ
た
ブ
ナ
林
の
再
生
を
願
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
野
沢

温
泉
村
で
は
、
ス
キ
ー
場
開
発
の
た
め
に
ブ
ナ
を
は
じ
め

と
し
た
多
く
の
木
が
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の
変
化

と
共
に
ス
キ
ー
人
口
も
減
少
し
、
ス
キ
ー
場
面
積
も
縮
小

さ
れ
る
中
、
元
の
ブ
ナ
林
に
戻
そ
う
と
い
う
運
動
が
お
こ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま

し
た
。
現
在
14
年
目
を
迎
え
、
最
初
に
植
え
ら
れ
た
ブ
ナ

の
幼
木
が
元
気
に
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
稲
城
市
の
子
供
た
ち
は
夏
の
野
沢
温
泉
の

自
然
を
体
験
し
、
こ
の
生
活
体
験
を
通
じ
て
自
ら
の
力
で

「
生
き
る
」
事
を
学
び
、
同
じ
稲
城
市
の
市
民
で
あ
る
と

い
う
連
帯
感
を
高
め
ま
す
。
体
験
学
習
と
は
、
訪
れ
た
そ

の
地
域
の
自
然
・
文
化
・
人
な
ど
「
本
物
」
に
触
れ
合
う

こ
と
で
、
日
常
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
「
何
か
」
を
学
ぶ

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
山
林
の
紹
介
⑮

　
　
あ
つ
ま
れ
稲
城
っ
子
！

　
　
　
　
　
　
　 

野
沢
温
泉
塾

　
　「
稲
城
の
森
百
年
構
想
」

稲城の森百年構想で植樹したブナ

トレッキングの様子

スタカ湖キャンプ場付近に設けられた
「稲城の森」の標柱



 本　　　所
 〒383-0061	 中野市大字壁田938番地1
	 TEL 0269-38-0371（代）
	 FAX 0269-23-5350

 利用事業室
 〒389-2255	 飯山市大字静間383番地14
	 TEL 0269-62-8111
	 FAX 0269-67-0120

編集後記
今年度も３回の定期発行ができました。内容的に

は、地域の山林紹介で、地域の山林を使った取組み
について、地域の皆様に投稿いただくことを始めま
した。

皆様の地域で、紙面を通じて紹介したい取組み等
ありましたら、総務課までご連絡ください。

森林組合からのお知らせです。

総代・参与委員の任期は下記のようになっております。
５月の改選に向けて、各地区での選出準備をお願いします。

総代・参与委員……令和２年５月１０日までです。

※ なお、４月の総代会は
　 現在の総代が出席します。
　　 （４月 25日頃の予定）

現在の総代・参与委員の任期

お間違えのないように、
お願いします。

　総代・参与委員選出数

区　　域 総代数 参与委員数

第1区　旧中野市の区域 22人 22人

第2区　飯山市の区域 72人 72人

第3区　山ノ内町の区域 38人 38人

第4区　木島平村の区域 27人 27人

第5区　野沢温泉村の区域 19人 19人

第6区　中野市豊田の区域 22人 22人

北信州森林組合の区域全体 200人 200人

※地区によってこの他に連絡員の選出があります。

　これから各地区で総代選出
に向けた会合等が必要になる
かと思います。
　本所総務課および利用事
業室にご相談いただきますよ
う、お願いいたします。


